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南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜  サイヤ社長のブログ    

    

南相馬市から３月１１日月朝南相馬市から３月１１日月朝南相馬市から３月１１日月朝南相馬市から３月１１日月朝    サイヤ社長のブログ 

福島県南相馬市で青果食品惣菜スーパー「Saiya」を経営し

ています。 新鮮な話題をお届け！ 2013-03-11 05:06:03 

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/1d1a07a94019

06d2c7f794c1ac55ddff 

『２年前の震災当日』 

もう２年なのか？まだ２年なのか？あの悪夢の日から２年がた

ちました。多くの人たちの人生を変えてしまった日でした。そ

して今の続く原発災害、いつになったら落ち着くのかわかりま

せんが、それでも生きていかなくてはなりません。生きていく

なら楽しまなくては有意義な人生になりません。ここ数日テレ

ビでは震災当日のことや原発事故の検証のような番組が続い

ています。いつみても津波のすごさが信じられません。 

人は自分の力では成すすべがないこということを自然から学

んだようですが、原発事故は人災ですよね。テレビの番組を

見ていて思いました。 

それでも原発は必要なのかな？ 

 

南相馬市から３南相馬市から３南相馬市から３南相馬市から３月１１日夜月１１日夜月１１日夜月１１日夜        2013-03-11 19:12:02 

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/df121532f2f739

fd13fe956bdee8cbb8 

『２年前大震災当日』 

今日は、大震災から２年です。あの時は何もかもが想定外の

ことの連続でした。尋常ではない地震でしたが、まさかあのよ

うな津波が来るなどと思いもしませんでした。テレビで流れる

津波の映像が現実とは思えず、映画化ドラマのワンシーンの

様で人ごとのようでした。 

南相馬市の海岸が大変なことになっていることも分からず仕

事を続けていました。 

そして原発事故へ、避難しすぐに戻って営業再開、今日の今

日までもすべてが想定外の出来ごとの連続が続いています。

これまでに経験したことがない生活が続いています。町の環

境もそうです、国も県も市も絶対大丈夫とは言わないが多分

大丈夫だと自分で決断してこの町で生活を続けています。そ

うすることの方がストレスにはならないことを数日でしたが避難

生活を経験した中で感じました。私は幸せです。自分の家で

暮らし自分の店を変わらず営業出来ています。昨日から震災

当時からの出来事がテレビで放映されていますが、今日、い

とこから電話が来ました。昨日というより今日の深夜ＡＭ１時５

５分からフジテレビでおばあさんが映っていたそうです。そう

いえば映画の中で出ていると聞いていましたが、昨年の１１月

に封切されたようですが全然知りませんでした。映画のタイト

ルは「ジャパン・イン・アディ」だそうです。深夜では見逃してし

まいました。再放送かＤＶＤで見るしかないかな。 

############################################# 

本心無視の償い本心無視の償い本心無視の償い本心無視の償い    ・・・・・・・・・・・・    病病病病    

負けてらんにぇ！みんなでなんとかすっぺ！！ 

南相馬市から新潟県三条市へ集団避難した者たちの

現地報告です。 2013-03-11 16:00:52 

http://blog.goo.ne.jp/minamisoumashi-hinan/e/0fc

da2a514b738033f1a42655ea43e45 

 

遠足 

 

 人間というものは いつの日か自分の心の底 本心の言うこ

とを聞かなければならないようになっています。 

本心というものをとことん裏切って生きていくことはできないよ

うになっています ・・・ いつかは暴露されます。 

 

 気がついたときには 心身ともにズタズタにさいなまれて憐

れな状態になっていることが多いわけです ・・・ 病気という

南相馬ブログ新聞 

インターネット上のブログ（日記の一種：掲載許可済

み）等からの転載です。執筆者は南相馬市関係の

方（滞在の方・避難された方等）が主体です。内容内容内容内容

は個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそ

れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。同じ被

災者・市民同士の生の意見として参考にしていただ

ければ幸いです。 

編集・発行 NPO ながおか生活情報交流ねっと soiga01@gmail.com、 

新聞PDF 置場 http://www45.atwiki.jp/soiga/pages/137.html  
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かたちで本心無視の償いをさせられるわけです。 

 

 どこか自分自身を裏切って生きていはしないか ・・・ という

ことです。 

 

 自分の肚（はら）の奥底 心の底で本当に願っていること こ

うしたいと思っていることが踏みにじられているような生き方を

していないか 劣等感にさいなまれて どこかで我慢に我慢

を重ねて生きているのではないか ・・・ ということを調べて

みたらよいと思います。 

 

 もしそうでしたら ・・・ 可能な限り 自分の本心を大切にし

て生きてみよう ・・・ と決心することです。 

 

ことばことばことばことば    ・・・・    容器容器容器容器    

2013-03-11 18:58:47 

http://blog.goo.ne.jp/minamisoumashi-hinan/e/da

8e4f352a88fd2d49ad647762c5f960 

 

遠足 

 

ことばは 容器（ いれもの ）です。 

 

中身のない 堅い容器を投げ合って 

勝負を争っているのが世の中です。 

新聞 ・ 雑誌 ・ テレビに ラジオを筆頭に 

人の集会 ・ 家庭に至るまで。 

 

ことばほど 

・・・ 不快な うるさいものはありません。 

 

しかし 

いのちに満ち溢れたことばほど 

・・・ 貴いものはありません。 

美しいことば ・・・ 

力強いことば ・・・ 

それが 柔らかい心に注がれたとき 

どんなに美しい 

力強い人柄を 

・・・ 生み出すことでしょう。 

 

############################################# 

感謝感謝感謝感謝    3333 月月月月 11111111 日（月）日（月）日（月）日（月）    

南相馬市生活復興ボランティアセンターのブログ  

2013-03-11 21:29:26 

http://ameblo.jp/minamisoma-svc/entry-11488384

472.html 

 あの震災から２年がたちました。 

 あの日から今日まで、あっという間でした。 

 この 2 年間は本当にいろいろなことがありました。 

 悲しいことやつらいこともたくさん経験しました。 

 でも、それだけではありません。うれしかったこともありました。 

 それは、たくさんのボランティアさんとの出会い、依頼主さん

からの「ありがとう」の言葉、などなど・・・。 

 

 ボランティアセンターには、今もまだボランティアさんが来て

くれています。 

 南相馬を忘れずに来てくれています。 

 私たちは、感謝の言葉を伝えることしかできません。 

 「本当にありがとうございます。」 

 

 南相馬は、まだ復興の道のりの途中です。 

 この道は、どこまで続いているのか、分かりません。 

 なので、まだまだみなさんのお力に頼らせていただきたいと

思います。 

 これからもよろしくお願いいたします。 

 

 今日まで支えてくれたボランティアのみなさんと、これから来

ていただけるボランティアのみなさんへ感謝の気持ちを忘れ

ずに、みなさんに負けないようにスタッフ一同がんばります。 

 

############################################# 

秋田県から相馬市へ『地域復興モニターツアー』が行われ秋田県から相馬市へ『地域復興モニターツアー』が行われ秋田県から相馬市へ『地域復興モニターツアー』が行われ秋田県から相馬市へ『地域復興モニターツアー』が行われ

ましたましたましたました ゆたどさ er (2013.03.08 11:30)相双ゆたどさ ゆ

ったりがどっさり。～ふくしま相双～  

http://yumesoso.jp/yutadosa/archives/7824.html 

3 月にはいり、あたたかな春の陽射しがふりそそぎだしたこの日。 

遠方の秋田県から、相馬地域復興支援モニターツアーのお

客さん 39 名の『湯沢市パークゴルフ団交流事業』御一行様が
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相馬市へお越しいただきました。 

最初の目的地の和田観光苺組合は 1 月 13 日から再開しま

した。 

いよいよお待ちかねいちご園でいちご狩り＆3 分食べ放題！ 

水耕高設栽培なので歩きながら楽々と衛生的にいちご狩りを

体験して頂きました。 

 

 (URL：http://blog.wadakanko-ichigo.jp/) 

いちご狩りを堪能されたあと、バスの車内から実際に津波被

災現場を視察し、被害状況や大きさ等、さらに復興状況を見

ていただきました。 

そして、昼食は松川浦【齋春商店】さんでつぼ鯛半身定食を

召し上がれ、「初めてつぼ鯛を食べましたが、脂がのっていて

美味しい魚ですね～」と言って下さいました。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

    【齋春商店】 

住所：相馬市尾浜字牛

鼻 毛 119-1 TEL ：

0244-38-8108 

営業時間：11:00～14:00 

    定休日：不定休 

       (URL：http://matsukawaura.com/) 

  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  昼食の後は、松川浦パークゴルフ場へ！ 

松川浦パークゴルフ場にて歓迎セレモニーが行われ、福島

県 相双地方振興局、局長より歓迎のご挨拶と復興への道のり

について話して頂きました。 

 

歓迎 秋田県の皆様 ようこそ相馬市へ 思い出の記念写真を

撮りいざパークゴルフへＧＯ！ 

 

２日間にわたるパークゴルフ三昧ツアー１日目の松川浦パー

クゴルフ場にて 

 

天候にも恵まれ、絶好のパークゴルフ日和になり、 

太平洋からの潮風がそよぐ中、コースの後半では海を見なが

らのプレイをお楽しみいただけたようでした。 

 

【相馬光陽パークゴルフ場】(URL：http://bb.soma.or.jp/~parkgolf/) 

 

そしてパークゴルフ三昧ツアー2 日目、国内最大級の規模を

誇る相馬光陽パークゴルフ場にて前日に続いて晴天に恵ま

れ、本格コースを十分に楽しんでいる様子でした。 

この日は平日にもかかわらず地元の方を含めて200人以上の

方々がパークゴルフを楽しみました。 
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東日本大震災から二年が経とうとしています東日本大震災から二年が経とうとしています東日本大震災から二年が経とうとしています東日本大震災から二年が経とうとしています    

どっさりんこ (2013.03.11 02:46)  

http://yumesoso.jp/yutadosa/archives/7869.html 

  2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分、あの大震災から 2 年が経と

うとしています。 

改めて震災で亡くなられた方々の御冥福をお祈りすると共

に、被災された皆様、原発事故で避難を余儀なくされた皆様

にお見舞いを申し上げます。 

また、震災で御家族や友人を亡くされた皆様に、お悔やみを

申し上げます。 

 

あれから 2 年が経ち、少しずつ前を向いて歩き始めていま

す。 

笑顔でお会いできるようになってきました。 

苦しいことも沢山あります。 

 

忘れないで下さい。 

まだ沢山の人の手を必要としていることを!! 

でも少しずつ前を向いて歩こうとしていることを。 

そして少しずつ、素敵な笑顔が出来るようになったことを。 

 

忘れてはいけないあの日の事を。 

私たちも頑張って前を向いて歩いて行きます。 

 

############################################# 

    

2013201320132013 年年年年 3333 月月月月 9999 日日日日    30303030 年後の桜並木を夢見て年後の桜並木を夢見て年後の桜並木を夢見て年後の桜並木を夢見て    

南相馬市フォトレポ南相馬【2013年3月9日（土曜日）】 

http://www.city.minamisoma.lg.jp/index.cfm/20,96

31,87,300,html 

 浜通りの国道 6 号沿いを桜並木で飾る「ふくしま浜街

道・桜プロジェクト」は原町区で行われ、全国のボラン

ティアなど約 200 人が参加しました。 

 原町区の道の駅で開会式が行われた後、参加した皆

さんは国道沿いの太田川北部に向かい、国道の両側

約 500m に高さ約 1.2m の苗木を 1 本ずつ丁寧に植

えました。 

  

▲あいさつする桜井市長  ▲参加者全員で記念撮影 

  

▲市長と桜植栽   ▲八重桜を植えた皆さん 

    

2013201320132013 年年年年 3333 月月月月 10101010 日日日日    震災犠牲者の供養に慰霊碑建立震災犠牲者の供養に慰霊碑建立震災犠牲者の供養に慰霊碑建立震災犠牲者の供養に慰霊碑建立    

【2013 年 3 月 10 日（日曜日）】 

http://www.city.minamisoma.lg.jp/index.cfm/20,96

33,87,300,html 

 東日本大震災による津波で 21 人が犠牲になった小

高区浦尻行政区での慰霊碑除幕・追悼式は浦尻共同

墓地で行われ、避難先から集まった遺族など約230人

が参加しました。 

 慰霊碑は、警戒区域から避難指示解除準備区域に

再編され、立ち入りが自由になったため、犠牲者を供

養しようと建立したもので、新しくできた慰霊碑の前で

静かに手を合わせました。 

  

▲慰霊碑の除幕    ▲手を合わせる参列者 

 

 

 

 


